
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
瀬戸会館で２月３日、「バレンタイン企画」として開催された「アイシングクッキー体験教室」

の様子をご紹介します。 

今回は４０名の方が参加し、リピーターの方も多く、先生の指導のもと個性豊かな作品がたく

さん完成しました。次回は５月１８日（土）を予定しております。 

 

 
 

 

★ゆめじゅく編集委員会        

４日 (月) １３時３０分～ 

★移動図書館青い鳥号  

６日（水）・２１日（木）１４時～１４時４０分 

★ゆめ喫茶（１００円モーニング）       

８日 (金) １０時～ 

 

〒792-0821 新居浜市瀬戸町 7-30 

ＴＥＬ ：0897-41-5859（Fax兼用） 

E-mail ：seto@city.niihama.lg.jp 

 

２０２４(令和６)年 

関ヶ原の戦い、大坂の陣、そして日本史上最大級の内戦 

である島原・天草一揆。 

幕府軍 12万 vs一揆軍 3万 7000、三人の若きキリシタ 

出版社:実業之日本社    ン侍に待ち受ける試練。 

信仰の自由を懸けた最後の戦いが始まる！ 

歴史小説の第一人者である伊東潤さんによる新たなる代表作！ 

神とは。信仰とは。生きるとは。天下分け目の関ヶ原の戦いに西軍で参陣した小西行長の小姓・

彦九郎と善大夫、そして肥後の地で守りにつく佐平次。彼らは幼馴染みの若きキリシタン侍だっ

た。敗れて主家を失った三人はそれぞれ全く別の道を歩むことに。やがて、激しい弾圧と苛政に苦

しむ島原・天草の民が、奇跡を起こすという四郎という少年の下に起ち上がった。この地で、三人

は立場を変え、敵同士となって再会を果たすことに――。魂震わせる大河巨篇！ 

当時も今もそれぞれの人が一生懸命自分の信じる道を歩いたんだろうと感じる一冊です。 

 

 

★人権のつどい日 

１１日（月）１９時３０分～２１時００分 

★回転木馬（瀬戸児童館） 

１３日（水） １０時～ 

  

 

 

 

 

１月１９日（金）に伊予市 iyoみらい館において、「愛媛 

県隣保館長・指導職員合同研修会」が開催されました。今 

回の研修会では、これまで活動してきた「瀬戸会館の館事 

業」について発表しました。 

参加者からは、「事業数の多さに驚きました。新規事業もたくさんあり、館の活気を感じました。」等の意見

をいただきました。 

今後も様々な企画を通して、多くの方に隣保館の存在を知ってもらえるよう励みたいと思います。 

 

 

館事業で、毎月第３土曜日に開催している小学生の料理教室についてご紹介します。 

８月から開催している教室ですが、回を重ねるごとにみんな手際よくなり、毎回楽しく活動しています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3
ピアノ１０ お味噌教室
健康体操 スクエアダンス
書神会 游書道
ピンポン
フラダンス

4 5 6 7 8 9 10

楠木クラブ えんとつ山 水美会 ３Ｂ体操 健康体操 てんこく

ピアノクラブ ハンドメイド オカリナ どんぐり ピンポン ポーセラーツ  

すみれ 詩吟 楠木クラブ 紙バンド フラダンス

ピンポン フラダンス 空手 レインボーA エストレージャ

べっぴんさん レインボーB エストレージャ

E Dance school 書神会 よさこい
fun

11 12 13 14 15 16 17
楠木クラブ えんとつ山 水美会 どんぐり ピアノ１０ 料理教室
ピアノクラブ ハンドメイド ポーセラーツ 紙バンド 健康体操 スクエアダンス

ピンポン 詩吟 オカリナクラブ レインボーA ピンポン 游書道

べっぴんさん つまみ細工 楠木クラブ エストレージャ フラダンス
E Dance school フラダンス 空手 よさこい エストレージャ
fun 書神会
人権のつどい日

18 19 20 21 22 23 24
楠木クラブ えんとつ山 ３B体操 健康体操 てんこく

ピアノクラブ ハンドメイド どんぐり ピンポン ポーセラーツ

すみれ レインボーB 紙バンド フラダンス スクエアダンス

ピンポン フラダンス レインボーA エストレージャ

べっぴんさん 書神会 エストレージャ

E Dance school よさこい
fun

25 26 27 28 29 30 31
楠木クラブ えんとつ山 水美会 ３Ｂ体操 健康体操 游書道
ピアノクラブ 若葉会 楠木クラブ どんぐり ピンポン

ピンポン ハンドメイド オカリナクラブ 紙バンド フラダンス

べっぴんさん 詩吟 空手 レインボーA エストレージャ

E Dance school つまみ細工 オカリナ小組 赤色:午前

fun フラダンス エストレージャ 青色:午後

書神会 よさこい 黒色:夜間

 

 

 

今回の能登半島地震に際して、著名な方々が多額の義援金を寄付された報道を耳 

にします。では、私たち（もちろんできる範囲の義援金は寄附しましたが…）は、多額

の寄付のできる人に比べて、世の中の役に立つ貢献度が小さいのでしょうか？そんなことはありません。金額

の大小にかかわらず、世の中に大きな貢献をすることは誰にでもできます。 

 そのひとつが「親切」です。親切な行為をするのは簡単です。例えば、ふるさと納税を活用して災害支援をす

る、交通渋滞の中で他の車を先に通す、高齢者に電車やバスで座席を譲る、などなど。それ以外にも他の人

たちが背負っている重荷を少しでも軽くするためにできることはいくらでもあります。 

 親切について心に銘記しなければならないことは何でしょう？それは、「親切は連鎖する」ということです。あ

なたが誰かに親切にすれば、その人も誰かに親切にしたくなります。こうして親切の輪が広がります。 

 しかし残念ながら、この世の中には親切より不親切が蔓延しています。被災地域における火事場泥棒等の犯

罪は言語道断で、他にも、待っている人の列に割り込む、誰かが乗ろうとして駆け込んでくるのが見えている

のにエレベーターのドアを閉める、助けを求めている人がいても救いの手を差し伸べない、他の人を押しのけ

て自分が良いところを独占しようとするなどなど。 

 不親切について心に銘記するべきことは何でしょう？それは「不親切も親切と同様、連鎖する」ということで

す。 

 たいていの場合、親切な行為は、ほんの少しの時間と努力で実行 

できます。ひとつの親切な行為が連鎖反応を起こして、他の親切な 

行為を生み、親切の輪がどんどん広がっていきます。何と素晴らしい 

ことでしょう！ 

 最後に、少しでも「親切の輪」が、能登半島地震で困っている方々 

に届くことを願っています。 

※２月１６日現在の予定を記載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①今月のゆめ喫茶（100円モーニング）は、３月８日（金）に開催します。 

②瀬戸会館では、人権、健康、福祉、生活等の各種相談を行っています。お気軽にご相談ください。 

 

 

 

 

２月の人権のつどい日は、「熱と光を求めて～水平社創立の 

思想に学ぶ～」という演題で、水平社博物館館長 駒井忠之さん 

を講師にお招きして、水平社創立の理念や差別解消の展望につ 

いて考えました。 

 また、2016年 5月にアジア太平洋地域「世界の記憶」に登 

録された水平社博物館所蔵資料を紹介していただきました。 

 駒井さんは「差別解消には、教育や啓発が非常に大切です。 

一人ひとりが人権を侵害する行為や、差別を許さないという意 

識を持ち、行動しなければなりません。」と熱く語りかけてくださ 

いました。お話を拝聴して、水平社宣言は当事者を勇気づけるも 

のであると同時に、マジョリティ（多数者）の責務も示しているも 

のであることを学ばせていただきました。 


